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KEK 構造生物学研究センターでは、結晶交換システム PAM (PF Automated 

Mounting system) の開発を行い、BL-5A、BL-17A、AR-NW12A、AR-NE3Aの

各ビームラインに設置している。また、ターゲットタンパク研究プログラムで開

発している新ビームライン BL-1A にも結晶自動交換ロボットを導入予定で、現

在その開発を行っている。2006 年秋のビームタイムよりユーザー運用を行い、

現在（2010 年 2 月）までに約 12%のビームタイムで使用され、約 16,000 個のク

ライオピンが PAM によりマウントされた。 

自動ループセンタリング機能とスケジュール管理ソフトウェアを用いることで、

全自動データ収集が可能になっており、より効率的にビームタイムを使用でき

るようになった。全自動データ収集時の条件は、カセットに対応した CSV ファイ

ルにあらかじめ記述しておき、それらに従ってデータ収集が行われる。複数の

カセットを用いる場合に、カセットと CSV ファイルの照合を行うための２次元バ

ーコードを導入した。 

Uni-puck は、SSRL と ALS の両施設で使用できるという利点の他に、サンプ

ルを入れ易い、小型で取扱いが容易という利点もあり、PAM での利用が望ま

れていた。PAM 自体のソフトウェア開発が終了し、4 月からの公開に向けて準

備を行っているところである。 

国内では SPring-8 で開発された SPACE と PAM が稼働しているが、

Uni-puck 同様、両施設のシステムで利用可能な共通化カセットの開発を行っ

ている。ターゲットタンパク研究プログラムの下、京大が中心となって試作カセ

ットの開発を行い、SPring-8 と PF とで試験を行っている。PAM においては、ク

ライオピンの出し入れのテストは既に行っており、問題なくピンを出し入れでき

ることを確認している。クライオピンは金属製ベース付きの SPACE ピンを用い、

PAM のトングでこのピンを把持できるよう、新たにトングを製作しテストを行っ

ている。 

 


